
6広報いわくに

　

４
月
５
日
、
日
本
国
籍
で
は
最
大

の
ク
ル
ー
ズ
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
岩
国

港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
港
は
、
２
年
９
カ
月
ぶ

り
８
回
目
で
、
約
千
人
の
乗
客
乗
員

を
岩
国
地
区
消
防
音
楽
隊
の
歓
迎
演

奏
や
甲

か
っ
ち
ゅ
う

冑
姿
の
岩
国
藩
鉄
砲
隊
保
存

会
が
出
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
式
典
で

は
、
福
田
良
彦
市
長
や
ミ
ス
岩
国
ら

が
堤
義
晴
船
長
な
ど
へ
花
束
や
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

乗
客
は
、
篆て

ん
こ
く刻

体
験
や
シ
ロ
ヘ
ビ

の
生
体
展
示
、
特
産
品
販
売
な
ど
の

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
り
、
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「飛鳥Ⅱ」岩国港寄港

観
光
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
観
光
名
所

に
出
掛
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

錦
帯
橋
周
辺
は
満
開
の
桜
が
咲
き

誇
り
、
立
ち
寄
っ
た
乗
客
は
美
し
い

景
観
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
思
い
出
を
乗
せ
た
「
飛
鳥

Ⅱ
」
は
こ
の
日
の
夕
方
、
市
民
ら
に

見
送
ら
れ
な
が
ら
次
の
目
的
地
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
さ
ら
な
る
客
船
誘
致
に
よ

る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
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興
課
☎
㉙
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約
３
年
ぶ
り
の
再
会
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
地
に
決
定

▲昨年のキャンプ時に行われた市内中学生へのソフト

　ボール教室

東京2020オリンピック事前合宿
実施に関する協定締結式

　

４
月
４
日
、
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
絆
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合

宿
実
施
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
行

わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
、
岩
国
市

で
東
京
五
輪
に
向
け
た
事
前
合
宿
を

行
う
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
と
ア
メ
リ
カ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
ジ
ョ
ン
・
グ
ァ
ベ

ア
会
長
は
、
協
定
書
へ
署
名
し
た
後
、

固
い
握
手
を
交
わ
し
て
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　

事
前
合
宿
に
つ
い
て
、
福
田
市
長

は
「
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
グ
ァ
ベ
ア
会

長
は
「
素
晴
ら
し
い
施
設
を
使
え
て

う
れ
し
い
。
練
習
の
み
で
な
く
、
日

本
文
化
に
触
れ
、
市
民
と
も
交
流
で

き
れ
ば
」
と
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
は
、
昨
年
日
本
で

行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
で
も
岩
国
市

で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
、

今
夏
も
国
際
大
会
前
の
キ
ャ
ン
プ
で

岩
国
市
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。
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▲事前合宿は2020年 7 月上旬から１週間程度、絆スタ

　ジアムで行われる予定

　

3
月
27
日
、
イ
コ
モ
ス
パ
ネ
ル
委

員
の
ミ
シ
ェ
ル
・
コ
ッ
ト
氏
を
フ
ラ

ン
ス
か
ら
招
き
、
錦
帯
橋
世
界
文
化

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
錦
帯
橋
世
界
遺
産
国
際
意
見
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
錦
帯
橋
世
界

文
化
遺
産
専
門
委
員
会
委
員
長
の
小

林
一
郎
氏
、（
一
社
）日
本
イ
コ
モ
ス

国
内
委
員
会
委
員
長
の
岡
田
保
良
氏

が
出
席
し
、
錦
帯
橋
の
顕
著
な
普
遍

的
価
値
や
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
国
内
外
の

視
点
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ッ
ト
氏
は
「
錦
帯
橋
は
一
つ
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
傑
作
。
世

界
的
に
も
特
筆
す
べ
き
も
の
」
と
評

価
し
、
技
術
や
材
料
、
史
料
な
ど
の

無
形
の
価
値
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
12
月
に
、
文
部
科
学

省
に
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
追

加
記
載
に
向
け
た
提
案
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
今
後
も
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問
錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７

世
界
的
に
も
特
筆
す
べ
き
傑
作

錦帯橋世界遺産国際意見交換会

▲錦帯橋を訪れ、世界遺産登録に向けた取り組み内容

　や価値の重要性を確認するコット氏（右）

▲さまざまな視点から意見が交わされ、今後の世界遺

　産登録に向けて有益な意見交換会となった
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